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N e x t S t a g e
と も に 目 指 そ う 、 未 来 の 自 分 へ

（ 厚 生 労 働 省 認 可 ）

北 九 州 市 立 看 護 専 門 学 校

北  九  州 で

看 護 師 に な ろ う

地 方 独 立

行 政 法 人 北 九 州 市 立 病 院 機 構

創 立 1 2 5 周 年



成 長 を 実 感 で き る ３ 年 間 の 「 学 び の 場 」
経 験 豊 富 な 教 員 の も と 、 一 人 ひ と り の 学 生 に 寄 り 添 っ た 指 導 と

市 立 病 院 機 構 を 中 心 と し た 実 践 教 育 を 通 し て 、

各 自 が 目 標 に 向 か っ て 歩 み を 進 め る た め の 充 実 し た ３ 年 間 を 用 意 し て い ま す 。

　 教 育 理 念
生 命 の 尊 厳 と 人 間 愛 を 基 盤 と し 、 人 々 の 健 康 と 幸 せ に

貢 献 す る 看 護 実 践 者 を 育 成 す る 。

　 教 育 目 的
看 護 専 門 職 と し て の 責 務 を 修 得 し 、 い の ち と 暮 ら し を 支 え る

実 践 能 力 を 有 し た 人 材 を 育 成 す る 。

　 ア ド ミ ッ シ ョ ン ポ リ シ ー
　 学 校 が 求 め る 学 生 像

❶ 人 々 の 暮 ら し や 健 康 に 関 心 が あ り 、 看 護 の 分 野 を 強 く 志 望 す る 人 。

❷ 生 命 の 尊 厳 を ま も り 、 人 間 愛 に 満 ち た 感 性 豊 か な 人 。

❸ 看 護 学 を 学 ぶ た め の 基 礎 学 力 が あ り 、 主 体 的 に 学 習 を 継 続 で き る 人 。

❹ 自 ら 気 づ き ・ 考 え ・ 発 信 し 、 良 好 な コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン が と れ る 人 。

❺ 北 九 州 市 の 特 徴 を 理 解 し 、 看 護 の 分 野 で 地 域 貢 献 す る 気 持 ち が あ る 人 。

看 護 師 国 家 試 験 合 格 状 況

令 和  4 年 度 令 和  5 年 度 令 和  6 年 度

受 　 　 験 　 　 者 4 2 名 3 8 名 3 7 名

合 　 　 格 　 　 者 4 2 名 3 8 名 3 7 名

本 校 合 格 率 1 0 0 % 1 0 0 % 1 0 0 %

全 国 新 卒 合 格 率 9 5. 5 % 9 3. 2 % 9 5. 9 %

卒 業 後 の 取 得 資 格

● 専 門 士 （ 医 療 専 門 課 程 ）

● 看 護 師 国 家 試 験 の 受 験 資 格

● 保 健 師 、 助 産 師 学 校 の 受 験 資 格

● 大 学  3  年 次 編 入 学 資 格

　 　 　 　 　 1 2 5  年 の 歴 史 と 伝 統

　 本 校 は 、 医 療 ・ 看 護 の 原 点 で あ る 「 生 命 の 尊 さ 」 「 人 と し て の 尊 厳 」 を 大 切 に

で き る 倫 理 観 や 、 人 の 痛 み ・ 辛 さ ・ 喜 び を 感 じ 取 れ る 豊 か な 感 性 を 育 て る こ と に

力 を 注 い で い ま す 。

　 ま た 、 学 生 が 自 律 し て 主 体 的 に 学 び 、 根 拠 に 基 づ い た 知 識 と 基 礎 的 実 践 能 力 を

身 に つ け た 有 能 な 看 護 師 の 育 成 を め ざ し て い ま す 。

　 1 9 0 0 （ 明 治  3 3 ） 年 の 設 立 以 来 、 1 2 5  余 年 の 歩 み を 通 じ て 本 校 が 送 り 出 し

た  2 9 0 0  人 以 上 の 卒 業 生 は 、 北 九 州 市 内 は も と よ り 、 全 国 の 医 療 ・ 保 健 ・ 福 祉 ・

教 育 分 野 で 活 躍 し て い ま す 。

　 少 子 高 齢 化 や 価 値 観 の 多 様 化 、 医 療 技 術 の 進 歩 な ど 、 医 療 を 取 り 巻 く 環 境 が 大

き く 変 化 し て い る 現 在 、 看 護 職 者 に 求 め ら れ る 役 割 は ま す ま す 大 き く な っ て き て

い ま す 。 看 護 職 者 と し て 地 域 医 療 に 貢 献 し た い 方 、 人 の 役 に 立 ち た い と い う 高 い

志 を 持 つ 方 の 入 学 を 心 か ら 歓 迎 し ま す 。

　 連 携 C O O P E R A TI O N

３ つ の 組 織 が 連 携 し 、 実 践 的 な 看 護 教 育 を 展 開 し て い ま す 。

キ ャ リ ア サ ポ ー ト C A R E E R S U P P O R T

国 家 試 験 合 格 に 向 け 、 １ 年 次 か ら サ ポ ー ト 体 制 を 徹 底 。

国 家 資 格 の 取 得 か ら 就 職 対 策 ま で 、 き め 細 か に 指 導 し ま す 。

令 和 6 年 度  進 路 状 況
北 九 州 市 内 就 職 　 福 岡 県 内 就 職 　 福 岡 県 外 就 職 　 　 進 学

  8 4%   ３ %    1 0 %  ３ % 

就 職 先 リ ス ト ［ 過 去 ３ 年 間 ］（ 順 不 同 ）

北 九 州 市 立 医 療 セ ン タ ー ・ 北 九 州 市 立 八 幡 病 院 ・ 三 萩 野 病 院 ・ 福 岡 県 済 生 会 八

幡 総 合 病 院 ・ 地 域 医 療 機 能 推 進 機 構 九 州 病 院 ・ 小 倉 記 念 病 院 ・ 九 州 鉄 道 記 念 病

院 ・ 日 本 財 団 在 宅 看 護 セ ン タ ー ・ お ん が 病 院 ・ 福 岡 大 学 病 院 ・ 九 州 が ん セ ン タ ー ・

福 岡 山 王 病 院 ・ 熊 本 赤 十 字 病 院 ・ 宮 崎 市 郡 医 師 会 病 院 ・ 市 立 東 大 阪 医 療 セ ン タ ー ・

順 天 堂 大 学 医 学 部 附 属 浦 安 病 院 ・ 板 橋 中 央 総 合 病 院

出 身 校 一 覧 　 福 岡 県 ［ 過 去 ３ 年 間 ］（ 順 不 同 ）

門 司 学 園 ・ 門 司 大 翔 館 ・ 敬 愛 ・ 常 磐 ・ 小 倉 南 ・ 小 倉 西 ・ 小 倉 東 ・ 北 九 州 ・ 小 倉 商 業 ・

東 筑 紫 学 園 ・ 西 南 女 学 院 ・ 慶 成 ・ 北 九 州 市 立 ・ 戸 畑 ・ 明 治 学 園 ・ 高 稜 ・ 九 州 国

際 大 学 付 属 ・ 八 幡 ・ 八 幡 中 央 ・ 八 幡 南 ・ 北 筑 ・ 自 由 ケ 丘 ・ 星 琳 ・ 中 間 ・ 青 豊 ・

育 徳 館 ・ 福 翔 ・ 新 宮 ・ 小 郡
※ 他 県 か ら の 入 学 も あ り ま す 。

制 服 S T Y L E

通 学 や 講 義 は ス ー ツ ス タ イ ル の 制 服 で 行 い ま す 。

実 習 は 動 き や す い ブ ル ー の ユ ニ フ ォ ー ム で 行 い ま す 。

講 義 ス タ イ ル 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 実 習 ス タ イ ル 　

北 九 州 市 立 

八 幡 病 院

北 九 州 市 立 

医 療 セ ン タ ー

北 九 州 市 立 

看 護 専 門 学 校

地 方 独 立

行 政 法 人 北 九 州 市 立 病 院 機 構



講 義 ・ 演 習 L E C T U R E

連 携 病 院 の 医 師 や 看 護 師 に よ る 実 授 業 で 学 ぶ 看 護 知 識

機 構 病 院 （ 北 九 州 市 立 医 療 セ ン タ ー ・ 北 九 州 市 立 八 幡 病 院 ） の 医 師 、 看 護 師 等 に よ る 講 義 を 通 じ て 、 実 践 的 な 看 護 知 識 を 学 び ま す 。

ま た 、 病 室 を 再 現 し た 学 内 の 実 習 室 で は 、 実 践 に 近 い 環 境 下 で の 演 習 を 行 っ て い ま す 。

実 習 P R A C TI C E

授 業 で 学 ん だ 知 識 を 体 得 す る 高 度 な 医 療 実 習

北 九 州 市 立 医 療 セ ン タ ー ・ 北 九 州 市 立 八 幡 病 院 と の 連 携 に よ る ハ イ レ ベ ル な

実 習 で は 、 実 際 に 患 者 さ ん を 受 け 持 ち 、 授 業 で 学 ん だ 看 護 の 知 識 ・ 技 術 ・ 態

度 を 実 践 的 に 学 び 、 修 得 し て い き ま す 。 実 習 の 多 く を 隣 接 の 市 立 医 療 セ ン タ ー

で 行 う た め 、 実 習 地 へ の 移 動 も ス ム ー ズ で す 。

カ リ キ ュ ラ ム C U R RI C U L U M

３ 年 間 で 基 礎 か ら 専 門 分 野 ま で を 学 び 、 各 自 の 目 標 の 達 成 を
め ざ し ま す 。

教 育 課 程 は ３ つ の 分 野 で 構 成 さ れ 、 科 目 ご と の 単 位 制 と な っ て い ま す 。

「 基 礎 分 野 」 「 専 門 基 礎 分 野 」 「 専 門 分 野 」 の 順 に 学 び 、 学 習 を 積 み 上 げ て い き ま す 。

教 育 内 容 科 　 　 　 　 　 目 単 位 数 （ 時 間 ）

基
　
礎

　
分

　
野

科 学 的 思 考 の
基 盤

● 社 会 学

● 教 育 学

● 情 報 科 学

● 保 健 統 計 の 基 礎

● 統 計 学 の 基 礎

1 （ 3 0 ）

1 （ 3 0 ）

2 （ 3 0 ）

1 （ 1 5 ）

1 （ 1 5 ）

人 間 と 生 活 ・
社 会 の 理 解

● コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン 技 術

● 心 理 学

● 文 　 学

● 英 語 ・ 英 会 話

● 生 活 科 学

● 人 間 工 学

● 生 命 倫 理

2 （ 3 0 ）

1 （ 3 0 ）

1 （ 2 0 ）

1 （ 2 0 ）

1 （ 1 5 ）

1 （ 1 5 ）

1 （ 1 5 ）

小 　 　 計 1 4 （ 2 6 5 ）

専
　
門

　
基

　
礎

　
分

　
野

人 体 の 構 造
と 機 能

● 解 剖 生 理 学 Ⅰ （ 構 造 と 機 能 ）

● 解 剖 生 理 学 Ⅱ （ 構 造 と 機 能 ）

● 解 剖 生 理 学 Ⅲ （ 形 態 機 能 学 ）

● 生 化 学

● 栄 養 学

2 （ 4 5 ）

2 （ 4 5 ）

2 （ 3 0 ）

1 （ 3 0 ）

1 （ 3 0 ）

疾 病 の
成 り 立 ち と
回 復 の 促 進

● 微 生 物 学

● 薬 理 学

● 疾 病 と 治 療 論 Ⅰ （ 病 理 学 ）

● 疾 病 と 治 療 論 Ⅱ Ａ

　 （ 消 化 器 、 歯 ・ 口 腔 、 内 分 泌 ・ 代 謝 ）

● 疾 病 と 治 療 論 Ⅱ Ｂ

　 （ 循 環 器 、 血 液 ・ 造 血 器 、 腎 ・ 泌 尿 器 、

　 免 疫 ・ ア レ ル ギ ー 、 膠 原 病 ）

● 疾 病 と 治 療 論 Ⅱ Ｃ （ 呼 吸 器 、 小 児 疾 患 ）

● 疾 病 と 治 療 論 Ⅱ Ｄ

　 （ 運 動 器 、 脳 神 経 、 感 覚 器 、 女 性 生 殖 器 ）

● 疾 病 と 治 療 論 Ⅱ Ｅ （ 精 神 疾 患 、 麻 酔 方 ）

● 疾 病 と 治 療 論 Ⅲ （ 病 態 生 理 学 ）

1 （ 3 0 ）

1 （ 3 0 ）

1 （ 2 0 ）

1 （ 3 0 ）

1 （ 3 0 ）

1 （ 3 0 ）

1 （ 3 0 ）

1 （ 1 5 ）

1 （ 1 5 ）

健 康 支 援 と
社 会 保 障 制 度

● 公 衆 衛 生

● 社 会 保 障 ・ 社 会 福 祉

● 関 係 法 規

● 多 職 種 連 携 ・ 協 働

2 （ 3 0 ）

2 （ 3 0 ）

1 （ 1 5 ）

1 （ 2 0 ）

小 　 　 計 2 3 （ 5 0 5 ）

専
　 　 　

門
　 　 　

分
　 　 　

野

基 礎 看 護 学

● 基 礎 看 護 学 Ⅰ （ 概 論 ）

● 基 礎 看 護 学 Ⅱ Ａ

　 （ コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン ・ 看 護 記 録 ・ 感 染

　 防 止 ・ 医 療 安 全 ）

● 基 礎 看 護 学 Ⅱ Ｂ

　 （ 呼 吸 ・ 循 環 ・ 体 温 調 節 援 助 ）

● 基 礎 看 護 学 Ⅱ Ｃ

　 （ 環 境 調 整 ・ 活 動 休 息 ・ 食 事 ・ 排 泄 援 助 ）

● 基 礎 看 護 学 Ⅱ Ｄ （ 清 潔 ・ 衣 生 活 援 助 ）

● 基 礎 看 護 学 Ⅱ Ｅ

　 （ 診 療 の 補 助 ： 与 薬 ・ 輸 血 ・ 採 血 ）

● 基 礎 看 護 学 Ⅱ Ｆ

　 （ 身 体 診 査 ・ フ ィ ジ カ ル ア セ ス メ ン ト ・

　 学 習 支 援 )

● 基 礎 看 護 学 Ⅱ Ｇ （ 看 護 過 程 の 基 礎 ）

● 基 礎 看 護 学 Ⅲ （ 臨 床 検 査 ・ 疾 患 看 護 ）

2 （ 4 5 ）

2 （ 4 5 ）

1 （ 3 0 ）

1 （ 3 0 ）

1 （ 3 0 ）

1 （ 3 0 ）

1 （ 3 0 ）

1 （ 3 0 ）

1 （ 3 0 ）

地 域 ・ 在 宅
看 護 論

● 地 域 ・ 在 宅 看 護 論 Ⅰ （ 地 域 ・ 暮 ら し の

　  理 解 ）

● 地 域 ・ 在 宅 看 護 論 Ⅱ Ａ （ 概 論 ）

● 地 域 ・ 在 宅 看 護 論 Ⅱ Ｂ （ 地 域 の 保 健 活 動 ）

● 地 域 ・ 在 宅 看 護 論 Ⅲ Ａ

　 （ 在 宅 で 療 養 す る 人 と 家 族 の 看 護 ）

● 地 域 ・ 在 宅 看 護 論 Ⅲ Ｂ

　 （ 在 宅 に お け る 理 論 ・ 看 護 過 程 ）

1 （ 3 0 ）

2 （ 4 5 ）

1 （ 1 5 ）

1 （ 3 0 ）

1 （ 3 0 ）

教 育 内 容 科 　 　 　 　 　 目 単 位 数 （ 時 間 ）

専
　 　 　 　 　

門
　 　 　 　 　

分
　 　 　 　 　

野

成 人 看 護 学

● 成 人 看 護 学 Ⅰ （ 概 論 ）

● 成 人 看 護 学 Ⅱ Ａ （ 急 性 期 看 護 ）

● 成 人 看 護 学 Ⅱ Ｂ

● 成 人 看 護 学 Ⅱ Ｃ （ 回 復 期 看 護 ）

● 成 人 看 護 学 Ⅱ Ｄ （ 慢 性 期 の 看 護 過 程 ）

● 成 人 看 護 学 Ⅱ Ｅ

　 （ が ん 看 護 ・ 終 末 期 の 看 護 過 程 ）

1 （ 3 0 ）

1 （ 3 0 ）

1 （ 2 0 ）

1 （ 2 0 ）

1 （ 3 0 ）

1 （ 2 0 ）

老 年 看 護 学

● 老 年 看 護 学 Ⅰ （ 概 論 ）

● 老 年 看 護 学 Ⅱ Ａ

　 （ 身 体 機 能 の 変 化 と 日 常 生 活 援 助 ）

● 老 年 看 護 学 Ⅱ Ｂ （ 健 康 障 害 と 看 護 ）

● 老 年 看 護 学 Ⅱ Ｃ （ 認 知 症 看 護 ）

1 （ 3 0 ）

1 （ 3 0 ）

1 （ 3 0 ）

1 （ 1 5 ）

小 児 看 護 学

● 小 児 看 護 学 Ⅰ （ 概 論 ）

● 小 児 看 護 学 Ⅱ Ａ

　 （ 身 体 機 能 の 変 化 ・ 日 常 生 活 援 助 ）

● 小 児 看 護 学 Ⅱ Ｂ

　 （ 症 状 別 看 護 ・ 状 態 別 看 護 ・ 看 護 過 程 ）

1 （ 3 0 ）

1 （ 3 0 ）

2 （ 4 5 ）

母 性 看 護 学

● 母 性 看 護 学 Ⅰ （ 概 論 ）

● 母 性 看 護 学 Ⅱ Ａ

　 （ 女 性 生 殖 器 ・ 乳 房 の 看 護 、 健 康 問 題 の

　 看 護 ）

● 母 性 看 護 学 Ⅱ Ｂ （ 妊 娠 ・ 分 娩 期 の 看 護 ）

● 母 性 看 護 学 Ⅱ Ｃ

　 （ 産 褥 期 と 新 生 児 の 看 護 ・ 看 護 過 程 ）

1 （ 3 0 ）

1 （ 1 5 ）

１ （ 3 0 ）

１ （ 3 0 ）

精 神 看 護 学

● 精 神 看 護 学 Ⅰ （ 概 論 ）

● 精 神 看 護 学 Ⅱ Ａ （ 精 神 障 害 と 看 護 ）

● 精 神 看 護 学 Ⅱ Ｂ （ 治 療 に 伴 う 看 護 ・ 継

　  続 看 護 ）

1 （ 3 0 ）

2 （ 3 0 ）

1 （ 3 0 ）

看 護 の 統 合

と 実 践

● 看 護 管 理

● 医 療 安 全

● 災 害 看 護 ・ 国 際 看 護

● 看 護 研 究

● 看 護 論 演 習

● 看 護 技 術 総 合 演 習

１ （ 1 5 ）

１ （ 3 0 ）

２ （ 3 0 ）

２ （ 3 0 ）

１ （ 3 0 ）

１ （ 3 0 ）

領 域 横 断

● 薬 物 療 法 と 看 護

● 周 手 術 期 看 護

● 緩 和 ケ ア ・ 終 末 期 看 護

１ （ 2 0 ）

１ （ 3 0 ）

１ （ 2 0 ）

臨 地 実 習

● 基 礎 看 護 学 実 習 Ⅰ

　 （ 療 養 環 境 の 理 解 ・ コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン ）

● 基 礎 看 護 学 実 習 Ⅱ （ 他 職 種 の 理 解 ）

● 基 礎 看 護 学 実 習 Ⅲ （ 看 護 過 程 の 基 礎 ）

● 地 域 ・ 在 宅 看 護 論 実 習 Ⅰ

　 （ 高 齢 者 の 暮 ら し を 知 る ）

● 地 域 ・ 在 宅 看 護 論 実 習 Ⅱ

　 （ 地 域 の 保 健 活 動 ）

● 地 域 ・ 在 宅 看 護 論 実 習 Ⅲ

　 （ 地 域 で 暮 ら す 人 の 看 護 展 開 ）

● 成 人 ・ 老 年 看 護 学 実 習

　 （ 回 復 期 ・ 慢 性 期 ・ 終 末 期 の 看 護 展 開 ）

● 成 人 看 護 学 実 習 （ 周 手 術 期 の 看 護 展 開 ）

● 老 年 看 護 学 実 習 Ⅰ

　 （ 高 齢 者 の 理 解 と 看 護 展 開 ）

● 老 年 看 護 学 実 習 Ⅱ

　 （ 健 康 状 態 に 応 じ た 看 護 展 開 ）

● 小 児 看 護 学 実 習

● 母 性 看 護 学 実 習

● 精 神 看 護 学 実 習

● 看 護 の 統 合 と 実 践 実 習

１ （ 4 5 ）

１ （ 3 0 ）

２ （ 9 0 ）

１ （ 3 0 ）

１ （ 3 0 ）

１ （ 4 5 ）

２ （ 9 0 ）

２ （ 9 0 ）

２ （ 9 0 ）

２ （ 9 0 ）

２ （ 9 0 ）

２ （ 9 0 ）

２ （ 9 0 ）

２ （ 9 0 ）

２ （ 9 0 ）

小 　 　 計 7 3 （ 2 2 3 0 ）

総 　 　 計 1 1 0 （ 3 0 0 0 ）

北 九 州 市 立 医 療 セ ン タ ー 北 九 州 市 立 八 幡 病 院

実 習 施 設 が 隣 接



校 内 施 設 C U R RI C U L U M

自 分 の ペ ー ス で 学 習 で き る 充 実 し た 教 育 環 境
看 護 を 専 門 的 に 学 べ る 環 境 を 完 備 。 実 習 室 や 情 報 処 理 室 な ど は 自 由 に 使 う こ と が で き ま す 。 

◉ 修 学 要 項 ・ 制 度

❖ 修 学 要 項
入 学 定 員 4 0  人 （ 推 薦 ・ 社 会 人 を 含 む ）

修 業 年 限 ３ 年 （ 全 日 制 ）

修 学 費 用

入 　 学 　 金 ： 市 内 居 住 者  1 5 0, 0 0 0 円
　 　 　 　 　 　 市 外 居 住 者  2 3 0, 0 0 0 円
授 　 業 　 料 ： 各 年 次 年 間  4 7 0, 0 0 0 円 （ 前 期 と 後 期 に 分 納 ）
　 　 　 　 　 　 ※ 令 和  8  年 度 入 学 生 よ り 改 定

実 習 関 連 費 ： 各 年 次 年 間  6 0, 0 0 0 円 （ 前 期 と 後 期 に 分 納 ）
教  科  書  代 ： 約  1 6 0, 0 0 0 円 （ 入 学 時 ） ※ タ ブ レ ッ ト 等 の 端 末 が 別 途 必 要

（ 電 子 テ キ ス ト ） 　 2 ・ 3  年 次 に 一 部 教 科 書 の 追 加 購 入 あ り

制 　 服 　 代 ： 女 性 約  5 5, 0 0 0 円 （ 入 学 時 ）
　 　 　 　 　 　 男 性 約  4 5, 0 0 0 円 （ 入 学 時 ）
実  習  衣  代 ： 約  4 0, 0 0 0 円
実 習 物 品 代 ： 約  3 0, 0 0 0 円
※ そ の 他 の 学 習 雑 費 等 が 必 要 と な り ま す 。

＜ 留 意 事 項 ＞     

（ 1 ） 令 和  8  年 度 入 学 生 よ り ， 授 業 料 が 改 定 さ れ ま す 。 （ 入 学 金 ・ 実 習 関 連 費 は 変 更 あ り ま せ ん 。 ）

（ 2 ） 授 業 料 ・ 入 学 金 ・ 実 習 関 連 費 以 外 の 修 学 費 用 に つ い て は 、 令  和 7  年 4  月 現 在 の も の で 改 定 さ れ る 場 合 も あ り ま す 。

（ 3 ） 令 和  8  年 度 入 学 生 よ り 、 電 子 テ キ ス ト を 導 入 し ま す 。 別 途 タ ブ レ ッ ト 等 の 端 末 の 準 備 が 各 自 必 要 と な り ま す 。

   

❖ 奨 学 金 制 度 　 ※ 本 校 は 専 門 実 践 教 育 訓 練 給 付 制 度 の 対 象 で す 。

　 ⃝ 北 九 州 市 立 看 護 専 門 学 校 奨 学 金 　 ⃝ 福 岡 県 看 護 師 等 修 学 資 金 　 ⃝ 日 本 学 生 支 援 機 構 奨 学 金 制 度

C a m p u s C al e n d a rC a m p u s C al e n d a r   

　 　 　 　 A P Ril 　 　 　 　 M A Y 　 　 　 　 J U N E 　 　 　 　 J U L Y 　 　 　 　 A U G U S T 　 　 　 S E P T E M B E R

▪ 入 学 式
▪ オ リ エ ン テ ー シ ョ ン
▪ 歓 迎 会
▪ 健 康 診 断

▪ 実 習 （ ２ 年 ）
▪ 防 災 研 修

▪ 体 育 交 流 会
▪ 学 生 自 治 会 役 員 選 挙
▪ 定 期 試 験 （ ３ 年 ）
▪ 実 習 （ ３ 年 ）

▪ オ ー プ ン キ ャ ン パ ス
▪ 夏 季 休 暇 （ ３ 年 ）
▪ 実 習 （ ２ ・ ３ 年 ）

▪ 実 習 （ ３ 年 ）
　 ※  1 2  月 ま で
▪ 夏 季 休 暇 （ １ ・ ２ 年 ）

▪ 定 期 試 験 （ １ ・ ２ 年 ）
▪ 特 別 講 演 （ １ 年 ）

　 　 　 　 　 O C T O B E R 　 　 　 　 N O V E M B E R 　 　 　 　 D E C E M B E R 　 　 　 　 J A N U A R Y 　 　 　 　 F E B R U A R Y 　 　 　 　 M A R C H

▪ 学 生 自 治 会 総 会
▪ 特 別 講 演 （ ２ 年 ）

▪ 教 育 研 修 （ １ ・ ２ 年 ） ▪ 看 護 技 術 試 験 （ １ 年 ）
▪ 冬 季 休 暇

▪ 定 期 試 験 （ ２ 年 ）
▪ 特 別 講 演 （ ３ 年 ）
▪ 実 習 （ １ 年 ）

▪ 実 習 （ ２ 年 ）
　 ※ ３ 月 ま で

▪ 卒 業 式
▪ 定 期 試 験 （ １ 年 ）
▪ 春 季 休 暇

C a m p u s Li f eC a m p u s Li f e
3  年 間 の 大 切 な 学 生 生 活 だ か ら 、 勉 強 も 、 大 好 き な 趣 味 も 、

思 い っ き り 楽 し み た い 。

忙 し い 毎 日 を セ ン パ イ は ど う 過 ご し て る ？

２ 年 生

村 田 悠 里 さ ん

3  年 生

藤 倉 大 治 さ ん

 

 

 

 

休 日 の ス ケ ジ ュ ー ル

休 日 の ス ケ ジ ュ ー ル
6: 0 0
8: 0 0

8: 3 0
1 2: 0 0

1 3: 0 0
1 4: 0 0
1 6: 0 0
1 8: 0 0
1 9: 0 0
2 2: 0 0
2 3: 0 0
2 5: 0 0

起 床 ・ 身 支 度
ラ グ ビ ー グ ラ ウ ン ド 到 着  
ス ト レ ッ チ ・ テ ー ピ ン グ 巻 き
ア ッ プ 開 始
ラ グ ビ ー 終 了

昼 飯 ・ 友 達 と 交 流
帰 宅 ・ 仮 眠
ス ポ ー ツ ジ ム へ
パ ン プ ア ッ プ 終 了
夕 食 ・ 友 達 と 交 流
温 泉 ・ サ ウ ナ な ど
帰 宅

就 寝

休
日
は

休
日
は

ダ ン

ス
で
リ  フ  レ  ッ  シ  ュ

ダ ン

ス
で
リ  フ  レ  ッ  シ  ュ

体
を
動
か し て

体
を
動
か し て

ス ト レ

ス
発 散

ス ト レ

ス
発 散

 入 学 案 内（ 学 生 募 集 要 項 ） 請 求 方 法 

❶ 窓 口 で の ご 請 求

学 校 窓 口 で ご 請 求 く だ さ い 。 

平 日  8 ： 3 0  ～  1 7 ： 0 0 　 ※ 土 日 祝 日 を 除 く

❷ 郵 送 に よ る ご 請 求

試 験 区 分 （ 一 般 ・ 推 薦 ・ 社 会 人 ） を 明 記 し

1 8 0  円 切 手 （ 複 数 の 試 験 区 分 の 募 集 要 項 を

請 求 す る 場 合 は  2 7 0  円 切 手 ） を 貼 付 し た 、

角 ２ サ イ ズ （ 2 4 0 × 3 3 2 m m ） の 返 信 用 封

筒 （ 郵 便 番 号 、 住 所 、 氏 名 を 明 記 ） を 同 封

の う え 、 北 九 州 市 立 看 護 専 門 学 校 ま で お 送

り く だ さ い 。

〒  8 0 2- 0 0 7 7
北 九 州 市 小 倉 北 区 馬 借 二 丁 目 １ 番 １ 号

北 九 州 市 立 看 護 専 門 学 校 　 宛

送 り 先

平 日 の ス ケ ジ ュ ー ル学 校 の 日

7: 0 0
8: 0 0
9: 0 0

1 2: 1 5

1 3: 1 5
1 6: 3 0

1 8: 0 0
2 1: 0 0

2 4: 0 0

起 床 ・ 朝 食 ・ 身 支 度
通 学 （ 電 車 と 徒 歩 ）
午 前 授 業 開 始

昼 休 み  
昼 食 ・ 休 憩

午 後 授 業 開 始
授 業 終 了

バ イ ト

帰 宅

入 浴 ・ 勉 強 な ど
就 寝

9: 0 0

1 0: 0 0

1 2: 0 0

1 6: 0 0

1 7: 0 0

1 8: 0 0

1 9: 0 0

2 0: 3 0

2 1: 0 0

2 2: 0 0

2 3: 3 0

起 床 ・ 身 支 度

勉 強 ・ 課 題 な ど

バ イ ト

帰 宅

リ ラ ッ ク ス タ イ ム

ダ ン ス の 準 備 ・ 出 発

ダ ン ス 開 始

ダ ン ス 終 了

帰 宅

夕 食 ・ 入 浴

勉 強 な ど

就 寝

平 日 の ス ケ ジ ュ ー ル

学 校 の 日

8: 0 0

8: 2 0

9: 0 0

1 2: 1 5

1 3: 1 5

1 6: 3 0

1 7: 0 0

2 3: 0 0

2 4: 3 0

起 床 ・ 身 支 度

通 学 （ 自 転 車 ）

午 前 授 業 開 始

昼 休 み （ コ ン ビ ニ へ ）

午 後 授 業 開 始

授 業 終 了

バ イ ト へ  G O

バ イ ト 終 了

帰 宅

 入 浴 ・ 勉 強 (  課 題 )

就 寝

1 看 護 実 習 室   2 教 室   3 パ ソ コ ン 教 室   4 在 宅 看 護 実 習 室   5 図 書 室  6 談 話 室

1

入 学 式 防 災 研 修 体 育 交 流 会 看 護 技 術 演 習 卒 業 式教 育 研 修 病 棟 実 習

32

4 5 6

  



2 年 生 片 山 美 優 さ ん

先 輩 か ら の メ ッ セ ー ジ
看 護 職 を 目 指 す 皆 さ ん へ

学 校 生 活 や 将 来 の こ と を 先 輩 た ち に 聞 い て み ま し た 。

こ の 学 校 に 入 学 し て よ か っ た こ と は ？ 

授 業 中 に そ の 単 元 に 関 連 し た 国 試 問 題 を 扱 う の で 、 問 題 形 式 に 慣 れ る こ と が で き ま す 。

さ ら に 、 看 護 の 技 術 を 身 に つ け る た め の 演 習 は グ ル ー プ で 行 う の で 、 知 識 の 共 有 が で き 、

ス キ ル ア ッ プ に 繋 が り ま す 。

後 輩 た ち へ の メ ッ セ ー ジ

医 学 の 基 本 と な る と こ ろ を 根 本 的 に 理 解 で き る よ う に 、 さ ま ざ ま な サ ポ ー ト が あ り 、 勉 強

す る 環 境 が 整 っ て い ま す 。 私 た ち も サ ポ ー ト し ま す の で 、 ぜ ひ 一 緒 に 頑 張 り ま し ょ う 。

1 年 生 舛 添 咲 愛 さ ん

こ の 学 校 に 入 学 し て よ か っ た こ と は ？ 

認 定 看 護 師 を は じ め 、 現 役 の 医 療 従 事 者 の 方 た ち か ら 講 義 や 演 習 を 受 け る こ と が で き る

な ど 、 質 の 高 い 教 育 環 境 が 整 っ て い ま す 。 交 通 の 便 が 良 い の も 魅 力 で す 。

後 輩 た ち へ の メ ッ セ ー ジ

医 療 や 看 護 の 現 場 を 身 近 に 感 じ ら れ 、 常 に 高 い モ チ ベ ー シ ョ ン を も っ て 学 校 生 活 を 送 る

こ と が で き ま す 。 ぜ ひ こ の 学 校 で 一 緒 に 看 護 師 を め ざ し ま し ょ う ！

こ の 学 校 に 入 学 し て よ か っ た こ と は ？

病 院 が 隣 接 し て お り 、 実 習 も ほ と ん ど 医 療 セ ン タ ー で 実 施 さ れ る た め 、 医 療 の 現 場 を 身 近

に 感 じ る こ と が で き ま す 。 講 義 に 来 て い た だ い た 講 師 の 先 生 方 が 実 習 先 に い る と い う

安 心 感 が あ り ま す 。

後 輩 た ち へ の メ ッ セ ー ジ

実 習 施 設 が 隣 接 し て お り 、 教 育 環 境 に 望 ま れ て い る こ と を 実 感 で き ま す 。 ぜ ひ こ の 学 校

で 私 た ち と 一 緒 に 学 び 、 充 実 し た 学 校 生 活 を 送 り ま し ょ う 。3 年 生 冨 永 愛 理 さ ん

至 大 門 勝 山 通 り

り
通
げ
か
み

紫

　 川

り
通
香
浅

り
通
和
平

平 和 通 駅

旦 過 駅

小 文 字 通 り

商 工 貿 易 会 館
総 合 保 健 福 祉

セ ン タ ー 　

北 九 州 市 立
医 療 セ ン タ ー

至 砂 津

至 富 野

至 三 郎 丸
至 大 手 町

香 春 口

至 三 萩 野

至 田 町

J R 小 倉 駅

北 九 州 市 立
看 護 専 門 学 校

市 立 医 療 セ ン タ ー 前
北 九 州 市 立 看 護 専 門 学 校

〒 8 0 2- 0 0 7 7  北 九 州 市 小 倉 北 区 馬 借 二 丁 目 1 番 1 号

T E L 0 9 3- 5 4 1- 1 8 3 1（ 内 線 3 6 1 3 ）
h t t p s:// w w w . ki t a k y u- c h o.j p/ n u r si n g/

卒 業 生 か ら の メ ッ セ ー ジ
さ ら に  上  を  目  指 し て 仕 事 と 研 修 に 励 ん で い ま す

私 は い ま 北 九 州 市 立 医 療 セ ン タ ー の 消 化 器 セ ン タ ー ・ 放 射 線 科 で 、 主 に 内 視 鏡 治 療 ・

検 査 を 受 け る 患 者 さ ん の 看 護 に 携 わ っ て い ま す 。 患 者 さ ん が 安 心 し て 治 療 や 検 査 が

行 え る よ う に 「 患 者 フ ァ ー ス ト 」 と 「 多 職 種 と の 連 携 」 を 心 が け て い ま す 。 ま た 、 外 来 業 務 と

平 行 し て 、 特 定 看 護 師 を 目 指 し て 研 修 中 で も あ り ま す 。

在 学 中 の ３ 年 間 は 実 習 や 国 家 試 験 の 勉 強 で 多 忙 だ と 思 い ま す が 、 学 生 の 時 に 感 じ た

疑 問 や 気 に な る こ と は 、 放 置 せ ず 積 極 的 に 聞 い て 、 少 し で も 吸 収 し て い く こ と が 大 切 だ と

感 じ ま す 。 自 分 で 課 題 を 見 つ け て 取 り 組 ん で い く こ と が 、 こ れ か ら 先 の 自 分 の 成 長 や 患 者

さ ん へ の 看 護 に つ な が っ て い く と 思 い ま す 。 本 校 は そ の た め の 環 境 が 整 っ て い る と 思 い

ま す の で 、 ぜ ひ 積 極 的 に チ ャ レ ン ジ し て く だ さ い 。

小 田 原 嘉 紀 さ ん

北 九 州 市 立 医 療 セ ン タ ー 勤 務

（ 平 成 2 4  年 3  月 卒 業 ）

（ 厚 生 労 働 省 認 可 ）
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F ir s t  S t e p
～ 看 護 の 未 来 を ま も る ～▪ 先 輩 か ら の メ ッ セ ー ジ ▪

看 護 職 を 目 指 す 皆 さ ん へ

学 校 生 活 や 将 来 の こ と を 先 輩 た ち に 聞 い て み ま し た 。

Ｑ 看 護 師 を 目 指 し た き っ か け は ？
小 学 校 低 学 年 の 時 、 看 護 師 の 母 が 働 い て い る 姿 を 見 て 憧 れ ま し た 。 患 者 さ ん の 身 体 だ け で な く 、 心 に も

寄 り 添 う こ と が で き る 看 護 師 に な り た い で す 。

Q こ の 学 校 を 選 ん だ 理 由 は ？
オ ー プ ン キ ャ ン パ ス に 参 加 し た 際 、 在 校 生 の 方 か ら 、 １ 年 次 か ら し っ か り 国 家 試 験 対 策 が 実 施 さ れ て い

る こ と や 、 実 習 で の 先 生 方 の サ ポ ー ト に つ い て お 聞 き し 、 国 家 試 験 や 実 習 に 対 す る 不 安 が 和 ら ぎ 、 私 も

こ の 学 校 で 看 護 師 を 目 指 し た い と 思 い ま し た 。

Ｑ 看 護 師 を 目 指 し た き っ か け は ？
祖 母 の 入 院 中 に 看 護 師 の 姿 を 見 て 、 私 も 身 体 面 だ け で は な く 、 精 神 面 で も サ ポ ー ト が で き る 看 護 師 に な

り た い と 思 い ま し た 。 患 者 さ ん や そ の 家 族 の 方 か ら 信 頼 さ れ る 看 護 師 を 目 指 し て い ま す 。

Ｑ こ の 学 校 に 入 学 し て よ か っ た こ と は ？  &  後 輩 へ の メ ッ セ ー ジ
演 習 の 中 で 先 生 が 実 際 に デ モ ン ス ト レ ー シ ョ ン を 行 っ て く だ さ る た め 、 臨 床 の 現 場 が イ メ ー ジ し や す

く 、 そ れ が 実 習 に 活 か さ れ ま す 。 学 習 環 境 が 整 っ て い る こ の 学 校 で 充 実 し た 学 校 生 活 を 送 り 、 臨 床 現 場

で 活 躍 で き る 看 護 師 を 目 指 し て 、 一 緒 に 頑 張 っ て い き ま し ょ う ！

Ｑ 看 護 師 を 目 指 し た き っ か け は ？
子 ど も の 頃 入 院 し 、 一 人 で 寂 し か っ た 時 に 優 し く 接 し て く だ さ っ た 看 護 師 の 姿 に 憧 れ ま し た 。 一 人 一 人

に 寄 り 添 い 、 安 心 さ せ る こ と が で き る 看 護 師 を 目 指 し て い ま す 。

Ｑ こ の 学 校 に 入 学 し て よ か っ た こ と は ？  &  後 輩 へ の メ ッ セ ー ジ
実 習 先 の ス タ ッ フ の 方 が 講 義 に 来 て く だ さ る た め 、 実 際 の 現 場 を 意 識 し な が ら 授 業 を 受 け る こ と が で き

ま す 。 実 習 で は 学 び が 多 く 、 考 え る 力 が 付 き ま す ！ 北 九 州 市 立 看 護 専 門 学 校 で は 、 高 い 水 準 の 環 境 で 学

ぶ こ と が で き ま す 。 ぜ ひ こ の 学 校 で 充 実 し た 学 校 生 活 を 送 り ま し ょ う ！

私 は 現 在 、 北 九 州 市 立 八 幡 病 院 の 救 急 病 棟 で 勤 務 し て い ま す 。 主 に 夜 間 や 休 日 に 緊 急 入 院 さ れ る 患 者 さ

ん の 看 護 に 携 わ っ て お り 、 急 な 入 院 や 環 境 の 変 化 に 戸 惑 う 患 者 さ ん や ご 家 族 が 安 心 し て 入 院 生 活 を 送 れ

る よ う 、 環 境 の 調 整 や 声 か け を 意 識 し な が ら 業 務 に あ た っ て い ま す 。

ま た 、 業 務 と 並 行 し て 災 害 看 護 の 研 修 や 訓 練 に 参 加 し 、 災 害 時 や

事 故 発 生 時 の 対 応 に つ い て 学 ん で い ま す 。 今 後 は  D M A T  隊 員 養

成 研 修 に 参 加 し 、 正 式 な  D M A T  隊 員 と し て 活 動 し た い と 考 え て

い ま す 。

在 学 中 の  3  年 間 は 、 日 々 の 学 習 や 実 習 、 国 家 試 験 に 向 け た 勉 強

な ど 、 や る べ き こ と が 多 く 大 変 で す が 、 一 つ ひ と つ の 学 び が 必 ず

将 来 の 看 護 に つ な が る と 思 い ま す 。 努 力 を 積 み 重 ね 、 自 分 の 目 指

す 看 護 師 像 に 向 か っ て 頑 張 っ て く だ さ い ！

1  年 生 　 山 下 凛 々 さ ん

２ 年 生 　 井 上 絵 梨 さ ん

3  年 生 　 宮 本 実 紀 さ ん

早 崎 海 太 さ ん

北 九 州 市 立 八 幡 病 院 勤 務

（ 令 和  5  年  3  月 卒 業 ）

先 輩 か ら の メ ッ セ ー ジ


